
 

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
会
報 

北
陸
新
幹
線
の
車
両
名
決
ま
る
！ 

 

２
０
１
５
年
（
平
成
２
７
年
）
春
開
業
予
定
の

北
陸
新
幹
線
の
車
両
名
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

北
陸
新
幹
線
の
開
業
に
よ
り
、
飯
山
か
ら
東
京

ま
で
は
約
２
時
間
４
分
、
長
野
市
ま
で
約
10
分
、

上
越
市
ま
で
は
約
11
分
、
金
沢
市
ま
で
は
約
１
時

間
12
分
。
移
動
時
間
が
大
幅
に
短
縮
す
る
こ
と
で
、

観
光
や
買
い
物
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
就
学
、
住
宅
選
び

な
ど
の
選
択
肢
が
一
気
に
広
が
り
ま
す
。 

 

本
村
を
含
め
、
周
辺
市
町
村
で
も
、
新
幹
線
の

開
業
に
合
わ
せ
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
、

新
幹
線
の
開
業
を
待
ち
わ
び
て
い
ま
す
。 

 

・
東
京
～
金
沢
間
直
通
列
車
（
速
達
タ
イ
プ
）・
・
・「
か
が
や
き
」 

輝
く
光
が
ス
ピ
ー
ド
感
と
明
る
く
伸
び
て
い
く
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

た
め 

・
東
京
～
金
沢
間
直
通
列
車
（
停
車
タ
イ
プ
）・
・
・「
は
く
た
か
」 

ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
り
首
都
圏
と
北
陸
を
つ
な
ぐ
列
車
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
た
め 

・
富
山
～
金
沢
間
運
転
列
車
（
シ
ャ
ト
ル
タ
イ
プ
）・
・
・
「
つ
る
ぎ
」 

か
つ
て
北
陸
～
関
西
を
結
ん
だ
列
車
と
し
て
馴
染
み
深
い
た
め 

 

・
東
京
～
長
野
間
運
転
列
車
（
現
長
野
新
幹
線
タ
イ
プ
）・
・
・
「
あ
さ
ま
」 

長
野
へ
の
新
幹
線
と
し
て
親
し
み
や
す
く
わ
か
り
や
す
い
た
め 

 

 11
月
４
日
（
月
） 

い
～
な
か
交
流
フ
ェ
ス
タ
in
調
布
開
催 

 

木
島
平
村
の
文
化
や
伝
統
を
紹
介
す
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
今
年
で
14
回
目
。

11
月
４
日
（
月
・
祝
）
午
後
２
時
（
開
場
１
時
３
０
分
）
か
ら
、
調
布
市
グ

リ
ー
ン
ホ
ー
ル
に
て
行
い
ま
す
。
今
年
は
、
毎
年
恒
例
の
鬼
島
太
鼓
の
ほ
か
、

木
島
平
村
の
防
災
の
要
「
木
島
平
村
消
防
団
」
が
誇
る
「
ラ
ッ
パ
隊
」
が
出

演
し
ま
す
。 

木
島
平
村
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
は
、
地
区
大
会
を
制
覇
し
、
長
野
県
消
防
団
ラ

ッ
パ
吹
奏
大
会
に
出
場
し
、
数
あ
る
強
豪
が
揃
う
な
か
７
位
と
い
う
好
成
績

を
収
め
る
と
い
う
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
木
島
平
村
消
防
団
ラ

ッ
パ
隊
が
結
成
さ
れ
て
以
来
、
始
ま
っ
て
以
来
の
こ
と
で
す
。 

今
回
の
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
鬼
島
太
鼓
と
ラ
ッ
パ
隊
が
コ
ラ
ボ
す
る
イ
ベ
ン
ト

も
計
画
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

詳
細
は
、
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

       

 

会
報
原
稿
募
集
中
！ 

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
願
い
し
ま
す
。 

【
送
付
先
】
〒
３
８
９
の
２
３
９
２ 

木
島
平
村
役
場
内 

ふ
る
さ
と
応
援
団
事
務
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早
稲
田
大
学
と
の
連
携
を
探
る 

 

村
で
は
、
官
学
連
携
事
業
と
し
て
「
早
稲
田
大
学
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

ズ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
以
下
、
「
早
大
プ
ロ
」
と
し
ま
す
。
）
」
を
受
け
入
れ
、

若
い
学
生
の
皆
さ
ん
の
感
性
を
村
の
活
性
化
に
生
か
そ
う
と
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

今
年
の
早
大
プ
ロ
で
は
、
３
班
に
分
か
れ
て
、

馬
曲
、
原
大
沢
、
内
山
の
活
性
化
を
探
る
た
め
、

８
月
と
９
月
の
２
回
に
か
け
て
「
農
村
集
落
の
価

値
の
再
認
識
と
都
市
住
民
と
の
共
生
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
集
落
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
調
査
の
中
で
は
、
藤
原
会
長
へ
の
聞
き
取

り
調
査
を
実
施
し
、
都
市
住
民
と
の
共
生
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。 

原
大
沢
チ
ー
ム
が
ま
と
め
た
提
案
で
は
、
ふ
る

さ
と
応
援
団
木
島
平
会
の
中
に
、
早
大
プ
ロ
の
卒

業
生
が
つ
く
る
「
Ｏ
Ｂ
会
」
を
組
織
し
、
本
会
と

連
携
し
て
木
島
平
村
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

 

提
案
の
内
容
は
、
総
会
や
新
年
会
な
ど
い
ず
れ

か
の
際
に
発
表
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
検
討
し
て

い
ま
す
。 

 

秋
の
木
島
平 

木
島
平
村
議
会
議
長 

湯
本
實 

 

今
、
木
島
平
は
辺
り
一
面
が
黄
金
色
に
染
ま
り
、
そ
の
中
に
大
塚
や
根
塚
、

そ
し
て
小
中
学
校
の
校
舎
、
寒
い
朝
な
ど
は
霧
が
巻
き
幻
想
的
な
風
景
を
醸

し
て
い
る
。 

あ
る
遠
来
の
旅
人
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
だ
と
感
銘
し
て
い
た
。 

社
会
全
体
が
少
子
高
齢
化
に
向
か
い
、
木
島
平
村
が
誕
生
し
た
こ
ろ
は
、
８

千
人
の
大
台
だ
っ
た
人
口
が
、
今
は
４
７
０
０
人
と
な
る
。 

５
千
人
規
模
に
向
け
て
新
し
い
事
業
を
取
り
入
れ
、
新
幹
線
開
通
に
合
わ

せ
、
活
力
あ
る
村
を
創
造
す
る
為
、
皆
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
時
折
大
学
生

が
訪
れ
村
民
と
一
緒
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

先
日
の
夏
祭
り
は
、
調
布
市
か
ら
も
大
勢
参
加
頂
き
、
盆
じ
ゃ
も
の
、
カ
ラ

ス
踊
り
を
踊
り
各
区
か
ら
ア
イ
デ
ア
満
載
の
山
車
が
出
て
、
に
ぎ
や
か
に
交

流
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

秋
の
獲
り
入
れ
を
前
に
秋
祭
り
が
始
ま

り
、
日
曜
毎
に
笛
太
鼓
の
お
囃
子
が
聞
こ
え

ま
す
。
笛
の
音
に
の
り
、
舞
う
獅
子
頭
を
見

て
い
る
と
、
何
か
別
の
世
界
に
引
き
こ
ま
れ

た
よ
う
な
気
が
す
る
。
ふ
る
さ
と
木
島
平
に

生
ま
れ
て
ハ
ッ
ピ
ー
と
思
う
一
瞬
で
す
。 

応
援
団
の
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
を
御
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

写真は市之割の獅子舞 


